わが国における学校教育のなかのデス・エジュケーション by 竹松,志乃
4．個人研究経過報告 57
わが国における学校教育のなかのデス・エジ
ュケーション
竹松　志乃
The　study　on　the　death　education　introduced　to　the
school　education　in　Japan
Shino　TAKEMATSU
　デス・エジュヶ一ション（death　education＝死への
準備教育）は終末期医療に携わる医療従事者教育の必要
性の中から生じてきた学問領域である。しかし，学校教
育者の間でも，いじめの頻発，自殺者の増大，校内暴力
の悪化，非行の悪質化など，人間の人権や生命の重みが
軽んじられる傾向の中，子どもたちにかけがえのない
「生命の大切さ」を伝えるために，積極的に「死をみつ
める」授業を行なおうとする動きが少しずつ出てきてい
る。欧米においては既に歴史もあり，子どもたちが系統
だてて分かりやすく学ぶためのテキストも多数出版され
ているが，わが国においては一部の学校，大学，セミナ
ーなどで実践が試みられているものの，まだ「縁起が悪
い」などの誤まった認識のために，その数は欧米に比べ
て極端に少なく，またテキストも開発途上の段階にあ
る，といえる。
　今回の研究では，デス・エジ＝ケーションの発祥の歴
史や諸説を文献研究すること，また教育機関における実
施方法を研究し，その実践へとつなげていくことを主な
目的としている。
　98年度は第一に主に国内の文献，実践報告を収集し，
既に試みられたデス・エジュケーショソの方法とその結
果のデータの研究に努めた。また『生と死を考えるセミ
ナー』への参加や『死への準備教育研究会』で現職教師
の生の声に触れ，事例研究になるべく関わることを心掛
けた。第二に将来教員を目ざしている教職課程の学生対
象にアンケートを実施し，学生たちがこれまでに体験し
てきた「生と死を考えさせられた授業」の有無，内容な
どについてのデータを収集した。第三に同じ学生たちに
対し，学生自身が将来教壇に立った際を想定し，「もし
『生の尊厳を伝える授業』を任せられたら」というテー
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マで，各自に実際に授業案（アイデア）を小レポートに
考えまとめてもらう試みを行なった。その成果の一部は
10月に開催された『日本臨床死生学会』にて発表を行な
った（於：明海大学）。
　99年度は，積極的に関連のセミナー，研究会に参加す
るとともに，特に欧米における文献・実践報告データの
収集，本学における教職課程の学生対象のデス・エジュ
ケーションの試みを継続すること，現役の中学・高校生
対象にアンケート調査の実施などを予定している。
